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名張市立桔梗が丘南小学校 

  

 

現在、たくさんのボランティアさんに学校生活や学習活動を支援していただいていま

す。登下校見守り、環境整備、修繕作業、園芸、図書、クラブ活動、学習支援（桔梗南の

防災、シャックリ川のホタル、メダカの観察、校区探検、家庭科実習、むかし遊び）な

ど。多岐に渡る支援のおかげで学校生活が円滑に安全に進められています。約70名の方

が学校支援ボランティアとして登録していただいています。 

11／1、学校支援ボランティアの方に集まっていただき、ボランテ

ィアミーティングを行いました。活動についての情報交換や子どもた

ちの様子、学校へのご意見等、顔を合わせて話し合いました。当日

は、登下校見守り・校内環境整備・図書（読み聞かせ、蔵書手入れ、

図書館整備）・防災学習支援・家庭科実習支援・むかし遊び支援をし

ていただいている方に集まっていただきました。子どもたちのあいさ

つの声が元気の源だ、長年続けていると、大人になっても声がかかりうれしいというお声

がある一方で、元気がない子が気になる、など、子ども一人ひとりを実にていねいに見守

っていただいていることを改めて知り、胸が熱くなりました。 

 

 

 いじめに気がつき、いじめを見のがさない、そのための活動に取り組ん

でいます。４年生は国語の時間に「いじめ防止のキャッチフレーズを作ろ

う」と、言葉の一つ一つにこだわって話し合い、作り上げました。５，６

年生は児童会の委員会活動で各委員会独自の「いじめ防止」のための取組

に取り組んでいます。たとえば、放送委員会は朝の校内放送で、いじめ防

止のメッセージを送っています。また、１階の掲示板には「いじめをみの

がすな！いじめ防止の木」を作りまし

た。いじめを見逃さないため

の行動や、いじめに対する思

いを木の実や葉っぱに書き

込んでいます。いじめ防止の

木は豊かに実っています。 

（文責 阿形） 



 

 

 

 10/17、給食試食

会を行いました。名

張市学校給食につい

て説明の後、給食を

試食しました。この

日の献立は「コッペパン、牛乳、チキンス

テーキ、添え野菜、コ

ーン卵スープ」でし

た。減塩ながら出汁が

きいた味付けに感心

の声がありました。 

 

 

10/2５、ADS ホール（青少年センター）

で音楽会があり、５年生が水曜集会で発表

した「With You 

Smile」を歌いま

した。水曜集会と

はちがう緊張感

でしたが、練習の

成果を発揮して、気持ち

よく歌い上げることがで

きました。 

 

 

 10/27、桔梗が丘市

民センターで、青少年が

語る「こころの思い発表

会」がありました。桔梗

小、桔梗南小、桔梗東小

から６年生２名ずつ６

名、桔梗中から４名の作文

発表がありました。本校か

らは川崎夏乃さん、鹿浦萌

生さんの２名が作文を発

表しました。 

 

 

10/28、名張ライ

オンズクラブの皆さ

んと、名張警察署生

活安全サポートセン

ターの方から薬物乱

用を防止しようと、お話を聞いたり、DVD

の視聴をしたりしまし

た。パネルの資料も用意

していただきました。一

つ一つの資料を真剣に

見る子どもたちでした。 

 

 

 10/29、２年生の学級活動でした。手作

りのおもちゃを大人と一緒に作りました。

名張市教育センターの吉住昌三さんを講師

にお招きして、「のぼり人形」と「バランス

とんぼ」を作りました。この活動のあと、家

でも兄弟と遊

んで楽しかっ

たことや、家で

おもちゃを飾

って遊んだと

ふり返る姿が

ありました。 

 

 

 11/7、５年生の学級活動でした。体育館

でのミニ運動会で

した。大人と子ども

の玉入れトーナメ

ント戦と、大人と子

どもの二人三脚レ

ースを行いました。 

久しぶり？の玉入れ

はざくざく玉がたま

っていく印象でした。 

ともに動いた楽しい

時間でした。 

ボランティアさんからは、「新しいボランティア仲間がふえるといいな」といったお声もあがって

います。このたび、ボランティア募集チラシを作成しました。別途配付いたしますので、ぜひ、学校

教育支援ボランティアへの登録をお願いします。 

また、登校見守りボランティアさんからは、雨天時等、車での送迎の場合可能な範囲でいいので

おしらせいただくとありがたいといったお声もいただいています。子どもの登校の確認をていねい

にしていただいているからこそのお声だと思います。できる範囲で応えていただきたいと思います。 


